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　４月２５日～２６日にかけて、熊本県で行われている
「第３８回全国都市緑化くまもとフェア　くまもと花と
みどりの博覧会」に広報委員４名で視察に行ってまい
りました。
　熊本フェアは、熊本城公園及び広場一帯で行われて
いる「街なかエリア」、水前寺江津湖公園一帯で行われ
ている「水辺エリア」、立田山で行われている「まち山
エリア」の３つのメイン会場で構成されています。
　フェアは熊本市全域で行われており、２日間ですべ
てを視察することは不可能なため、初日は「街なかエ
リア」２日目は「水辺エリア」を中心に視察すること
にしました。
　１日目は気温が２５度を超える汗ばむ陽気の中、熊本
城ホール～辛島公園～サンロード新市街～下道アーケ
ード～熊本城までの「街なかエリア」を、徒歩で視察
しました。サンロード新市街入口では、写真スポット
である巨大な立体花壇のくまモンが出迎えてくれまし
た。その後、アーケード内に設置された、全国の造園

技術の匠による華麗な技を駆使した作品を見て回り、
配置・見せ方・技術等に感心させられるばかりでした。
　その後、歩き疲れた私達は、昭和の雰囲気を醸し出
しているお洒落な喫茶店に入り、十分に休憩して英気
を養った後、熊本城を訪れました。報道では復興がか
なり進んでいるという認識でしたが、傷跡はいたると
ころに見受けられ、震災の大きさを感じました。また、
熊本城周辺に植えられていた樹木の大きさには目を見
張りました。特に幹周が５メートルはあろうかという
クスノキの巨大さに、歴史を感じさせられました。
　２日目は、朝から荒天の予報でしたが、午前中は天
気が持つとのことでしたので急いで「水辺エリア」内
の熊本市動植物園に向かいました。早い時間と言うこ
ともあり、貸し切り状態で鑑賞することができました。
そこには高低差を活かした奥行きのある広大な大花壇
があり、視察時には“火の国くまもと”を表す赤系の
花が植えられていました。フェア後半には“くまもと
の美しい水”を思わせる青系の花へとイメージチェン
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ジするとのことでした。企業・団体等の出展庭園や、
高校生が出展した庭園・全国デザインコンクール受賞
庭園をじっくりと視察し、動物と植物の混合展示で動
物が生息する森を再現した大温室を見て回り、熊本市
動植物園を後にしました。
　その後、シャトルバスで水辺エリア内にある国の名
勝・史跡に指定されている肥後細川家ゆかりの日本庭
園の水前寺成趣園に向かいました。参道の竹灯篭のオ
ブジェを視察している最中に雨が降り出したため、庭
園内に入りませんでしたが、また晴天時に訪れ庭園内
を散策し、夜間に幻想的であろう参道の竹あかりを体
験したいと思いました。
　雨は３１㎜/hと猛烈であったため、急いで路面電車に
乗り、バスターミナルに向かいました。熊本で春の嵐
を味わい、九州の雨のすごさを実感しながら帰路につ
きました。
　市内全域が、熊本の緑や水、歴史・文化を象徴する

メイン会場となっており、フェアを見て回ることで熊
本の魅力を堪能できる素晴らしいフェアだと思いまし
た。

（海瀬大五郎）
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　ヤツデは葉の形や植栽の多さから、サクラ、マツ、モミジ、ツツジなどに伍して認知度は高い。東北地方南部
から四国、九州、沖縄、朝鮮半島の海岸部の林下に分布する常緑低木で樹高 2 ～ 4 m、株立ち状。枝はまばらに
分枝し雌雄同株。名称は葉が掌状に深裂することに因る。なお別名テングノウチワは疫病を追い払い、魔除けに
なるとの縁起からつけられたもの。属名のファッシャは八手の読み、ハッシュに因み、種小名は日本。性質は丈
夫で土質を選ばず、栽培も容易であるが乾燥を嫌い、陰樹のため半日陰が望ましい。特異な掌状の厚い葉は裂片
数が ７ ～１１個に深裂するが、偶数はないと言われ通常 7 ～ 9 個となる。先端は鋭尖で鋸歯があり、幹の先端に輪
生状に互生し葉柄が長い。葉が落ちた跡は葉痕が明白に残る。花は晩秋、先端に球状の散形花序が集まって大き
な円錐花序をつくる。花弁は小さいが花と茎が黄白色で目立ち、他の花が少ないため、気温が高い日はハナアブ、
ミツバチなどの訪花昆虫が集まる。両性の花は自家受粉を避ける仕組みの雄性先熟で、先の雄性期では 5 個の花
弁と ５ 本の雄しべの雄花が先に開花し、花弁と雄しべが落ちた後に ５ 本の花柱が発達して雌性期となる。また幹
の先端に開花するので、生長点が消失するが、下方から腋芽を生じ伸長することを繰り返す。これを連軸性分岐
と呼ぶ。果実は翌春黒く熟し、ヒヨドリ、スズメ、カラスなどが採食する。近年の地球温暖化の影響や野鳥によ
る種子散布で、分布域を広げている。陰樹であり扱いやすいため、公園樹、庭園樹、目隠しなどに広く利用され、
また掌状の葉が人を招くとの縁起から飲食店の玄関わきに植栽されることもある。ヨーロッパでは１８５８年に入り、
アオキとともに日陰に強い日本の植物として珍重された。ヤツデはどこにでも普通にあり見慣れた樹木だが、特
異な性質や、晩秋の開花にも目をかけていただきたい。

ヤツデ（テングノウチワ）ウコギ科
Fatsia yaponica Decne.et lanch

40
樹木医　冨塚　武邦　　 
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